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研究成果の概要（和文）：全国各地、世界各地に増殖する「よさこい（YOSAKOI）」の文化伝播のプロセスやメカニズ
ムについて調査した。よさこいとは、鳴子踊りの集団によるダンスとその競演イベントを指す。本研究では、文化伝播
の比較軸として、国内×海外、よさこい×エイサー（沖縄の太鼓踊り）を設定した。私はこれまで国内のよさこいが作
る文化や社会を研究してきた。今回、海外でのよさこいを調査できた。特に、ブラジルでのよさこいを調査でき、日系
コミュニティや文化を考えた。また、エイサーは国内外ともに、沖縄文化のローカリティが強く、よさこいに比べ、増
殖力が弱い。よさこいは現代の日本文化として汎用性が高く、様々なコミュニティに受容される。

研究成果の概要（英文）：This reserch focuses on the processes and mechanisms about 'YOSAKOI'(Japanese 
folk dances and these festivals) in Japan and oversea. I set 2 comparative phases in this resarch,in 
Japan vs oversea, YOSAKOI vs EISA(Okinawan dram-dance). So,especiary,I could reserched YOSAKOI in BLASIL, 
Japanese comunities and their cultures. EISA has strength okinawan locality. YOSAKOI has strong 
globability, and 'glocal' characters.

研究分野： 人文地理学

キーワード： グローバル　グローカル　よさこい（YOSAKOI）　文化伝播　日系社会　ブラジル　エイサー　コミュニ
ティ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 文化地理学の伝統的なテーマとして、文化
伝播があり、その多くは、長い時間を掛けて、
文化現象が広がってゆくという前提であっ
た。また、文化人類学や日本民俗学における
文化伝播も、たとえば、柳田國男の『蝸牛考』
にあるような同心円的な拡散、つまり文化圏
が形成されるイメージで捉えられていた。し
かし、現代社会での文化伝播は、情報化、交
通等の発達により、伝播のスピードが速く、
また面的な伝播ではなく、点的な伝播になっ
ている。その代表例として、国内外に増殖し
つづける現代祝祭「よさこい」の伝播を想定
し、そのメカニズムや背景の解明を目指し、
調査研究に臨んだ。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題のキーワードは、「現代祝祭」、
「グローバル」、「比較」である。現代文化の
1 カテゴリーである現代祝祭「よさこい」の
伝播現象を、国内での増殖だけでなく、海外
のそれをも視野に入れて調査研究する。した
がって、国内と海外という比較軸を設定した。
また、もう一つの比較軸として、国内外に増
殖している「エイサー」（沖縄の太鼓踊り）
に注目し、「よさこい」の文化伝播との違い
を考えた。 
 
３．研究の方法 
 現代の特定の文化現象をできるだけ総合
的に、また深く理解するため、参与観察を基
本とした。調査地に出かけ、見学および資料
収集するだけでは、文化現象のメカニズムや
その背景は十分把握できないと考える。 
 国内の「よさこい」伝播に関しては、「よ
さこい」チームのメンバー（踊り子、スタッ
フなど）として自分自身が参加者となって調
査研究した。「よさこい」の発祥地、高知で
は私が長年関わったこともあり、現在は、「よ
さこい」祭りの審査委員長として、運営側の
内部者としてデータ収集に努めた。 
 海外、特にブラジルでの「よさこい」伝播
の調査研究では、日本から来伯した特別審査
員という立場をいただき、内部情報や裏事情
を含め、表面的なデータ収集だけではなく、
理解を深めることができた。なお、ベトナ
ム・ハノイ市でも、「よさこい」伝播の現場
を観察することができた。 
 比較事例の「エイサー」に関しては、「よ
さこい」伝播のメカニズムや背景の解明に資
するという位置付けだったので、現地での観
察およびデータ収集を行った。 
 
４．研究成果 

 よさこい祭りは元々、1954 年に高知市で地

域活性化のため始められた踊りのイベント

である。よさこいとは、踊りのジャンルとそ

れによるイベント（よさこい祭り）を指す。

両手に鳴子と呼ばれる木製の楽器を持ち、民

謡をアレンジしたテーマソング「よさこい鳴

子踊り」に合わせて踊る集団のパレードから

始まる。民謡や日本舞踊をいくつも織り込ん

だ出自である。この踊りが、1980 年代、音楽

のごく一部にテーマソングが入れば良い創

作の踊りへと進化した。ロック調、サンバ調、

衣装も多種多様、アイディア満載の踊りとな

った。ただし、この段階では、徳島の阿波踊

りを追随する、日本有数の都市祝祭には、ま

だ成長していない。 

 転機は、1992 年、札幌市で開催された学生

祭典、YOSAKOI ソーラン祭りである。高知

よさこい祭りを模倣し、手に鳴子、音楽の一

部にソーラン節を含む 4 分半の集団パフォー

マンスによるイベントである。地域活性化の

ための優良イベントとして順調に成長し、こ

れ以降、全国各地で YOSAKOI ソーラン祭り

を模倣したイベントが大増殖した。各地の民

謡やご当地ソング、地域の特色を音楽や振り

付け、演出や衣装に生かした。私の推測では

2000 年代には 800 ヶ所以上で、同種のイベン

ト、鳴子踊りの競演イベントが開催されてい

る。また、一説には、よさこいを踊る人数は、

約 200 万人に上ると言われる。 

 参加者数のピークは、札幌 4 万 3 千人、名

古屋「にっぽんど真ん中まつり」2 万人、高

知よさこい祭り 2 万人にも上った。仙台「み

ちのく YOSAKOI 祭り」、埼玉県朝霞市「関八

州よさこいフェスタ」、石川県や滋賀県の各

地で開催される「YOSAKOIソーラン日本海」、

長崎県佐世保市「YOSAKOI させぼ祭り」な

ど、民謡などをアレンジしたポップな音楽に

合わせ、奇抜な衣装で踊るイベントが全国的

に目白押しである。 

当初、高知市の商店街など、地域コミュニ

ティの活性化を目指したイベントであった

が、集団による創作パフォーマンスと化した

80 年代には、各チームが町内会や企業体から、

同好会、若者たちの緩やかな連帯へと変貌し



てきた。チームごとに毎年、独自の踊りを創

作、キラキラした自己表現を行い、個性を競

い合うようになった。踊りの進化に伴い、メ

ンバーの新陳代謝が促進され、チームや祭り

はさらに活発になった。希薄な人間関係に悩

む現代人に新しい人的ネットワークを提供

した。都市化する現代社会にマッチした流行

現象となった。各チームとも、拠点とする地

域だけでなく、各地のよさこい YOSAKOI 系

イベントに遠征する。地域間だけでなく人的

な交流が盛んとなった。 

道路や公園を有効活用した祭りは、バブル

崩壊後の地域社会が利用しやすい。しかも、

地元の民謡を生かした音楽、地域の特色を盛

り込んだ振り付けや衣装は、地方への帰属意

識や自負を涵養する。商工会や自治体がよさ

こい YOSAKOI 系イベントを活用するのも当

然の成り行きである。よそ者や変化を拒む従

来の祭りの多くが、若者を取り込めないのと

対照的な増殖ぶりである。 

よさこい YOSAKOI 系イベントが伝播した

地域を概観すると、すでに伝統的な地域コミ

ュニティは弱くなり、新しい人的ネットワー

クが求められていた。つまり、社会の変化が

求める新しいコミュニティ、人的ネットワー

クに、よさこい YOSAKOI 系イベントは対応

していたことになる。現在、高知、札幌に限

らず、よさこい YOSAKOI 系のチームやイベ

ントは、インターネットを通じた情報交換、

交流が盛んである。各自がインターネット上

の動画で練習をして、各地の大会の際、メン

バーが全国から集まるチームもある。 

なお、海外でも、今回ご紹介するブラジル

の他、ベトナム、台湾、ハワイなど多くの場

所に増殖している。たとえば、ベトナムでは、

「よさこい」への主な参加者は「日本大好き」

な大学生たちであり、その背景には、ベトナ

ム社会での日本ブームがあった。 

さて、以後は、本科研調査の中心となるブ

ラジルでの「よさこい」伝播に関する報告で

ある。 

 ブラジルには、日系人が約 150 万人いると

され、民族アイデンティティを再確認する日

系イベントが盛んである。日系社会（コロニ

ア）では、民謡、和太鼓、カラオケ、日本舞

踊など多様な活動が、活発に行われている。

しかし、日系も三世、四世と世代が下がると、

日本語を話せないだけでなく、日本文化に類

する活動から遠ざかってしまう。そのような

状況で、よさこいが導入されることになる。

現在、アマゾン川の中流、アマゾネス州マナ

ウス市をはじめ、ブラジル国内で、約 100 チ

ームほどが活動をしていると言われる。                            

 ブラジルに、よさこいが VHS や DVD の動

画として伝わったのは 2000 年頃と思われる

が、2003 年には、よさこいのチームが集まっ

て第 1 回の YOSAKOI-SORAN ブラジル大会

が開催された。主宰者は、ブラジル第 2 位の

美容室チェーン SOHO の総帥だった飯島秀

昭（1950～）である。彼は 1979 年にブラジ

ルへ移住した一世であるが、自ら埼玉県人会

長を務め、「ブラジル掃除に学ぶ会」を組織

するなど、率先して、日系人の結びつきや日

本に関わる文化活動を熱心に推進した。特に、

若い日系人が日系の団体や行事に関心を持

つような活動をバックアップしてきた。よさ

こいを通じて、特に、日本文化の規律、感謝

の心、団結力を伝えたいという。 

 つまり、日系のコミュニティのさらなる活

性化が、よさこい大会導入の第一の目的であ

る。2012 年の第 10 回大会（7 月 29 日）には、

ジュニアの部 4 チーム、アダルトの部 13 チ

ームが登場、観客を含めた参加者の多さを見

れば、一定の成果を収めたと言える。しかも、

飯島はブラジルの若者たちに日本を知って

もらおうと、これまで何度もチームを率いて、

札幌 YOSAKOI ソーラン祭りにも遠征してい

る。 

 2012 年まで、日系人が多く住む大都会、サ

ンパウロでの開催だったが、2013、2014 年は、



やはり日系人が多く住み、日系文化が根強く

伝わるというパラナ州マリンガ市での開催

であった。人口約 36 万人のマリンガ市では、

毎年 8 月に大規模な日本文化祭 NipoBrasilero

が行われるが、それに先立つ 7 月末のイベン

トである。   

各地から集まるチーム名には、「改善

Kaizen」「青春 Seishun」「最強 Saikyo」等、

日系社会のキーワードが散りばめられる。そ

して、それらのチームの背景となるコミュニ

ティは地域社会というよりは、日系社会の人

的ネットワークである。特に、若者たちや子

供たちの連帯、彼らと大人たちの連帯を強め

る役割を果たしている。年齢層が比較的高い

民謡や日本舞踊の大会には見られない、幅広

い世代間のネットワークを形作るきっかけ

になっている。また、大会を通じて、各地の

日系社会のネットワークを繋ぐ役割も果た

す。 

若者たちが主役である点では、インターネ

ットを介した交流も盛んである。ブラジルで

は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し た

YOSAKOI-SORAN の SNS コミュニティがあ

り、情報交換、友情関係の維持に努めている。 

新しい動向としては、第 11 回大会で優勝

した Gropo Seishun のリーダーは、非日系人

ジョニー・セルバーノという 22 歳の若者で

あった。よさこいに魅了された彼が、チーム

を牽引した。日系人のイベントと思われがち

な YOSAKOI-SORAN にも、新しい動きが垣

間見える。元々、ハイブリッド（異種混交）

な出自であるよさこい、あるいは YOSAKOI

ソーランは、日本でも海外でも、新しいコミ

ュニティ、次世代のネットワークを生み出す

仕掛けとなっている。 

最後に、沖縄の太鼓踊り「エイサー」との

比較を短く記す。 

「エイサー」は「よさこい」同様、1990 年

代以降、日本全国に伝播したが、「よさこい」

ほどの増殖力がなかった。それは、「よさこ

い」にはローカル色が非常に弱いのに対し、

「エイサー」には、常に沖縄イメージが伴い、

また、イベントやチームに沖縄出身者が深く

関わっている。ブラジルで調査した際も、「エ

イサー」の活動は、沖縄出身の日系人コミュ

ニティから離れることはなかった。 
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